
儀
濃
史
学
会

第
八
九
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

左
記
の
要
領
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
本
会
編
著
に
よ
る

『長
野
県
民
の
戦
後
六
〇
年
史
』
の
刊
行
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
執
筆
者
の
方
々
か
ら
調
査
研
究
の
過
程
で
み
え
て
き
た
長
野
県
の
戦

後
史
の
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。
会
員
以
外
の
方
の
聴
講
も
歓
迎
し
ま
す
。

一
、
日
時
　
平
成

一
九
年
九
月
二
〇
日

（日
）

一
三
時
三
〇
分
～

一
六
時
○
○
分

一
、
場
所
　
長
野
市
鶴
賀
間
御
所
町

一
二
七

一
の
三

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｏ
ｉ
Ｇ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

３
階
　
第
５
学
習
室

肌
〇
二
六

（二
三
三
）
八
〇
八
〇

＊
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
徒
歩
約

一
〇
分
ま
た
は
バ
ス

（昭
和
通
り
下
車
す
ぐ
）

駐
車
場
　
昭
和
通
り
を
は
さ
ん
だ
南
側

（有
料
）

（会
場
案
内
図
は
八
月
号
会
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

一
、
内
容

〈
テ
ー
マ
〉

長
野
県
の
戦
後
史
の
課
題

・
『長
野
県
民
の
戦
後
六
〇
年
史
』
編
纂
の
な
か
か
ら

～
戦
後
史
の
課
題

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～
　
　
丸
山
文
雄
氏

・
高
度
成
長
の
功
罪
と
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
小
平
千
文
氏

・
長
野
県
下
の

一
九
七
〇
年
～

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の

住
民

・
市
民
運
動
の
高
揚
と
そ
の
特
徴
　
　
　
山
口
通
之
氏

・
バ
ブ
ル
崩
壊
後
大
変
革
期
を
通
し
て
み
え
て
き
た

二

一
世
紀
の
長
野
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
津
新
生
氏

一
、
連
絡
先
　
信
濃
史
学
会
事
業
部
　
原
　
良
通

肌
〇
二
六

（
二
四
四
）
八
四
八
七

平
成

一
九
年
度
秋
季
例
会
開
催
の
お
知
ら
せ

左
記
の
よ
う
に
秋
季
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
上
伊
那
地
域
の
研
究
交
流
を
行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
（詳
細
次
号
）

一
、
日
時
　
平
成

一
九
年

一
一
月

一
七
日

（土
）

一
一
時
○
○
分
～

一
六
時
○
○
分

一
、
集
合
場
所
　
伊
那
市
高
遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー

一
、
内
容
　
「上
伊
那
郷
土
研
究
交
流
の
集
い
」
に
学
ぶ

高
遠
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
研
究
交
流
へ
の
参
加

一
、
連
絡
先
　
信
濃
史
学
会
事
業
部
　
山
口
　
通
之

乳
〇
二
六
五

（七
三
）
五
五
三
八

信

濃

史

学

会

論
　
文
戦
国
期
信
濃
海
津
城
代
春
日
虎
綱
の
考
察

は
じ
め
に

戦
国
期
の
甲
斐
武
田
氏
の
譜
代
家
老
衆
の

一
人
で
あ
り
、
信
濃
海
津

城
代
で
あ

っ
た
春
日
虎
綱
に
関
し
て
は
、
そ
の
系
譜
を
は
じ
め
と
し
て
、

武
田
氏
家
臣
化
の
経
過
、
信
濃
香
坂
氏
と
の
関
係
、
海
津
城
代
と
な
っ

て
以
後
の
家
臣
懸
上
で
の
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
は
城
代
と
し
て
の
支
配

領
域
の
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
不
明
確
な
点
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。

人
名
辞
典
な
ど
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
の
経
歴
は
明
ら
か
に
な

っ
て
き

て
い
る
が
、
そ
れ
も
武
田
氏
関
係
の
兵
法
書
と
し
て
の

『
甲
陽
軍
鑑
』

（以
下

『軍
鑑
」
と
略
称
）
に
依
拠
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
ま
だ
検
討

の
余
地
が
多
く
残

っ
て
い
る
。
例
え
ば
系
譜
に
し
て
も
、
甲
斐
国
箔
和

郷
の
大
百
姓
春
日
大
隅
の
子
と
す
る
点
や
、
信
盤
鼻
級
郡
の
領
主
で
あ
っ

た
香
坂
家
を
継
承
し
て
香
坂
姓
を
称
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
時
期
や
経

柴

辻

俊

　

六

過
は
明
瞭
で
な
く
、　
一
般
で
は

『軍
鑑
』
の
い
う
永
禄
四
年

（
一
五
六

一
）
の
香
坂
氏
の
謀
反
を
契
機
と
し
て
本
家
が
取
り
つ
ぶ
さ
れ
、
春
日

虎
綱
が
信
玄
の
命
に
よ
っ
て
そ
れ
を
継
承
し
た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の

ほ
か
に
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
説
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
そ

の
主
要
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
川
中
島
地
域
で
の
海
津
城
の
構
築
時

期
や
、
虎
綱
が
城
代
と
し
て
入
城
し
た
時
期
に
つ
い
て
も
明
確
で
は
な

く
、
さ
ら
に
永
禄
四
年
九
月
の
川
中
島
の
戦
い
後
の
海
津
城
代
と
し
て

の
領
域
支
配
に
関
し
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
試
論
は
い
く
つ
か
提
示

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
是
非
や
具
体
相
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
。

研
究
史
と
し
て
は
、
小
林
計

一
郎
氏
の
も
の
が
哨
矢
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は

『軍
鑑
』
の
記
述
を
も
と
に
、
春
日
源
五
郎
の
名
で
信
玄
の
寵
童

と
し
て
出
仕
し
た
経
過
を
述
べ
、
有
名
な
信
玄
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
と
し
て
、

春
日
源
助
宛
の
年
末
詳
七
月
五
日
付
け
の
武
田
晴
信
機
詞

（東
京
大
学

鵡
寄
謙
諄
百
牌
じ
叶
蒲
蒲
研
ざ
計
淋
憫
ゞ
（
■
。
Ｎ
奇
藤
峠
柵
０
畔
騨
サ
針
■
ざ
Ｒ
ン
舗
難

・
日
飾
絆
湧
（
叶
゛
，
湿
０
り
，
ｓ
”
■
。
回
降
回
ゆ
図
畔
締

1                  673

「戦国期信濃海津城代春日虎綱の考察」
(信濃 第 3次 59(9)(通号 692)、 2007・ 9、

Ｎ
Ｏ
い
い
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い
。Ｏ
い 柴辻俊六著、国立国会図書館 )
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史
料
編
纂
所
所
蔵
）
を
紹
介
検
討
し
て
い
る
。
源
助
は
源
五
郎
の
初
名

で
あ
る
と
い
い
、
こ
の
誓
詞
は
大
文
五
年

（
一
五
一二
Ｃ

か
ら
同
十
年

の
間
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
家
督
相
続
直
前
頃
の
も
の
と
の

推
定
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
多
く
が
同
十
五
年
と
推
定
し
て
い
る
。

つ
い
で

『
軍
鑑
』
が
春
日
源
五
郎
の
立
身
を
記
述
し
た
部
分
を
紹
介

し
、
諸
傍
輩
に
悪
く
い
わ
れ
な
が
ら
も
信
玄
に
重
用
さ
れ
、
同
心
四
百

五
十
騎
を
与
え
ら
れ
て
海
津
城
を
預
か
り
、
越
後
上
杉
氏
の
押
さ
え
を

任
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
経
歴
と
し
て
の
、
大
文
二
十

一
年

（
一

五
五

一）
に
士
大
将
、
同
二
十
二
年
に
小
諸
城
代
、
弘
治
ｌｉ
年

（
¨
五

五
工０

に
海
津
城
代
、
永
禄
四
年
に
高
坂
氏
を
嗣
ぎ
、
天
Ｉ
六
年

（
一

五
七
八
）
に
死
去
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
史
料
か
ら
も

ほ
ぼ
確
認
で
き
る
と
し
て
い
る
。
小
林
氏
は
初
め
て
関
連
文
書
二
十
点

を
示
し
、
高
坂
改
名
期
は
海
津
城
代
と
な
っ
た
永
禄
二
年
か
ら
同
六
年

頃
ま
で
と
し
、
高
坂
氏
は
佐
久
郡
香
坂
郷
が
出
自
で
あ
る
か
ら
香
坂
が

正
し
く
、
こ
の
時
期
に
は
更
級
郡
の
牧
之
鳥
城
を
根
拠
地
と
し
て
い
た

と
い
う
。
た
だ
し
そ
の
実
名
と
し
て

『
軍
鑑
』
の
い
う
呂
信
が
正
し
い

と
い
う
点
は
、
現
在
で
は
虎
綱
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
ｃ
関
連
文
書
も

個
々
に
解
釈
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
れ
て
い
る
。

次
に
服
部
治
則
氏
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
海
津
城
の
こ
の

曲
輪
を
守

っ
た
小
幡

一
族
ほ
か
を
考
証
し
た
論
考
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
春
日
虎
綱
に
も
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。
や
は
り

『
軍
鑑
』
を
基
調

に
し
て
お
り
、
天
文
二
十
二
年
に
は
海
津
城
が
築
か
れ
、
当
初
は
小
山

田
備
中
守
昌
行
が
入
り
、
弘
治
二
年
に
近
く
に
尼
飾
城
が
で
き
る
と
、

海
津
城
か
ら
小
山
田
氏
を
移
し
、
海
津
城

へ
は
小
諸
城
か
ら
春
日
弾
正

を
移
し
、
春
日
の
希
望
で
二
の
曲
輪
に
足
軽
大
将
の
小
幡
山
城
守
を
入

れ
た
と
い
う
。
春
日
虎
綱
の
経
歴
と
し
て
は
、
前
述
し
た
ほ
か
に
、
人

文
十

一
年
に
近
習
衆
と
な
り
、
使
番
を
へ
て
同
二
十

¨
年
に
十
大
将
に

抜
擢
さ
れ
た
と
い
う
。

つ
い
で
服
部
氏
は
春
日
氏
関
連
の
文
書
二
十
七

点
を
挙
げ
、
『
軍
鑑
』
の
表
記
す
る
高
坂
姓
は
香
坂
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
永
禄
二
年
か
ら
同
九
年
頃
ま
で
香
坂
姓
を
称
す
が
、
以
後
、

春
日
姓
に
復
し
、
没
時
の
天
正
六
年
ま
で
海
津
城
将
で
あ
っ
た
と
い
う
。

関
連
文
書
の
大
部
分
は
川
中
島
地
方
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ほ
か

は
越
後
方
面
軍
司
令
官
と
し
て
西
上
野
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
と
し
て

い
る
ｃ
た
だ
し
個
々
の
文
書
に
つ
い
て
の
考
察
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
二
つ
の
論
考
を
継
承
し
て
発
展
さ
せ
た
の
が
平
山
優
氏
で
あ
っ

て
、
こ
こ
で
は
偽
文
書
は
除
い
て
三
十
点
の
関
連
文
書
を
表
出
し
、
個
々

の
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
、
春
日
虎
綱
の
海
津
城
代

。
川
中
島
三
郡
の

郡
代
と
し
て
の
地
域
支
配
の
状
況
や
、
武
田
氏
と
の
関
係
を
問
題
に
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
本
論
の
中
で
言
及
し
て
い
く
が
、
そ
れ
と
は
別

に

『高
白
斎
記
』
に
よ
っ
て
、
信
濃
の
香
坂
氏
が
武
田
氏
に
従
属
し
た

年
を
、
大
文
二
十
二
年
四
月
と
し
、
ま
た

「高
野
山
武
田
家
過
去
帳
」

を
も
と
に
、
虎
綱
は
弘
治
二
年
に
は
す
で
に
香
坂
氏
を
称
し
て
い
た
と

も
い
う
。
し
か
し
こ
の
点
に
は
問
題
が
あ
り
、
「
過
去
帳
」
を
根
拠
と

す
る
の
は
問
題
が
残
る
。
さ
ら
に
付
録
と
し
て
作
成
し
た
二
十
点
の
関

連
文
書
表
は
大
変
有
益
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の

『戦
国
遺
文
』
武
田
氏

編

（以
下
、
『遺
文
』
と
略
称
）
の
完
了
に
よ

っ
て
、
無
年
号
文
十
日
の
年

次
比
定
の
修
正
と
、
偽
文
書
を
除
い
て
新
た
に
八
点
の
追
加
が
確
認
さ

れ
る
。

平
山
氏
の
論
考
に
触
発
さ
れ
て
、
私
も
小
論
を
ま
と
め
て
い
る
。
武

田
領
の
諸
領
主
を
問
題
に
し
た
中
で
、
春
日
虎
綱
の
海
津
城
代
と
し
て

の
支
配
の
実
態
を
問
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
丸

島
和
洋
氏
は
春
Ｈ
虎
綱
と
同
列
の
武
田
家
臣
と
し
て
、
同
様
の
■
要
城

領
の
城
代
で
あ
る
諏
訪
城
代
板
垣
氏

・
伊
那
郡
代
秋
山
虎
繁

。
箕
輪
城

代
内
藤
呂
秀
ら
ほ
か
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
城
代
は
地
域
の
行
政
支
配

（
６

〉

権
も
与
え
ら
れ
て
い
た

「
郡
司
」
＝
郡
代
で
も
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
も
春
日
氏
の
性
格
や
位
置
づ
け
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題
な
の
で

詳
し
く
は
後
述
し
た
い
。

一
、
春
日
虎
綱
の
系
譜

系
譜
に
関
し
て
は
、
ま
ず
石
和
の
人
百
姓
春
日
大
隅
の
子
と
い
う
点

が
気
に
な
る
。
現
地
に
は
春
日
と
い
う
地
名
は
な
い
が
、
「
甲
斐
国
志
』

（古
跡
部
）
に
よ
る
と
、
古
く
は
春
日
部
氏
の
流
れ
を
く
む
春
日
播
磨
の

記
載
が
み
ら
れ
、
江
戸
末
期
に
は
石
和
の
広
岡
に
春
１１
屋
敷
跡
と
い
う

方
六
十
問
ほ
ど
の
上
塁
跡
が
存
在
し
た
と
い
う
。
現
地
に
は
そ
れ
以
上

の
記
録
や
文
献
は
み
ら
れ
ず
、
ほ
か
に
こ
の
期
の
武
田
氏
関
係
文
書
の

中
に
春
日
姓
の
者
が
若
干
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
虎
綱
の
子

孫
か
、
信
濃
佐
久
郡
春
日
郷
を
出
自
と
す
る
別
系
の
信
濃
春
日
氏
で
あ

Ｚυ
。こ

こ
で
は
通
説
と
な

っ
て
い
る
、
永
禄
四
年

（
一
五
六

し

九
月
の

川
中
島
合
戦
を
契
機
と
し
て
信
濃
香
坂
家
を
継
承
し
た
と
の
説
を
前
提

と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
虎
綱
に
つ
い
て
そ
の
動
向
を
整
理
し
て
お
き
た

い
。
ま
ず
そ
の
初
見
文
書
と
さ
れ
る
春
日
源
助
宛
の
晴
信
誓
詞

（「遺

文
」
一
一〇
四
口し

で
あ
る
が
、
近
年
、
そ
の
宛
名
の

「
春
日
」
は
ス
リ

消
し
た
後
に
書
き
直
し
た
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
内
容
の
解

釈
に
つ
い
て
も
新
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
内
容
の
解
釈
は
と
も
か
く

と
し
て
、
本
来
の
宛
名
が

「源
助
」
の
み
と
す
る
と
、
こ
れ
が
春
日
虎

綱
を
さ
す
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
こ
の
誓
詞
の
年

代
推
定
も
問
題
と
な
る
。
天
文
十
五
年
説
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
虎

（
８

）

綱
が
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
生
ま
れ
と
の
説
に
よ
る
と
、　
こ
の
年
に

は
二
十
歳
と
な
る
。
天
文
十

一
年
に
春
Ｈ
源
五
郎
が
父
の
遺
領
を
め
ぐ

る
訴
訟
を
機
に
信
玄
に
出
仕
し
た
と
い
い
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
奥
近

習
を
へ
て
同
十
九
年
に
は
使
番
と
な
り
、
同
二
十

一
年
に
は
侍
大
将
に

抜
擢
さ
れ
た
の
を
期
に
弾
正
虎
綱
と
改
め
た
と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ

て
い
る
。
『
軍
鑑
』
で
は
源
五
郎
の
称
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
の
文

書
の
源
助
と
同

一
人
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
希
薄
で
あ
る
。

ま
だ
別
人
の
可
能
性
も
残

っ
て
い
る
。

『
軍
鑑
』
で
は
、

つ
い
で
大
文
二
十
二
年
に
小
諸
城
将
と
な
り
、
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治
二
年

（
一
五
五
↓０

に
海
津
城
将
に
転
じ
た
と
す
る
が
、
小
諸
城
が

武
田
氏
に
摂
取
さ
れ
た
の
は
天
文
二
十
三
年
と
の
記
録
が
あ
る
の
で
、

こ
の
点
も
不
確
か
で
あ
る

（『勝
山
記
し
。
確
実
な
文
書
で
虎
綱
の
名
が

見
ら
れ
る
の
は
、
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
永
禄
二
年
十

一
月

二
十
日
付
け
の
屋
代
政
国
宛
の
信
玄
判
物
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
表
記
は

す
で
に

「香
坂
弾
正
左
衛
門
尉
」
と
な

っ
て
い
る

（聯
嘗
」
六
七
六
号
）。

ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
、
年
末
詳
二
月
二
十
二
日
付
け
の
寺
尾
刑
部

助
宛
の
晴
信
感
状
で
も
同
じ
表
記
が
さ
れ
て
い
る

（同
工合
〓
一号
）。

二
、
信
濃
香
坂
氏
と
春
日
虎
綱
の
入
嗣

信
濃
香
坂
氏
は
、
佐
久
郡
番
坂
郷

〈佐
久
市
）
を
本
貫
と
す
る
滋
野

一
族
望
月
系
氏
族
で
あ
り
、
鎌
倉
期
の
文
応
元
年

（
一
二
六
〇
）
に
香

坂
宗
清
が
更
級
郡
に
牧
を
与
え
ら
れ
て
進
出
し
た
と
い
う
。
南
北
朝
期

に
は
南
朝
方
と
し
て
そ
の
名
が
頻
繁
に
み
ら
れ
、
建
武
二
年

（
一
三
二

五
）
の

「中
先
代
の
乱
」
で
は
、
香
坂
小
太
郎
入
道
覚
心
が
こ
れ
に
呼

応
し
て
更
級
郡
の
牧
城
で
挙
兵
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
興
国
二
年

（
一

〓
西

一
）
に
は
、
香
坂
高
宗
が
南
朝
の
宗
良
親
王
を
奉
じ
て
伊
那
郡
大

河
原
に
移

っ
た
と
い
い
、
そ
の
後
の
文
和
元
年

（
一
三
五
一
じ

の
武
蔵

野
合
戦
で
も
、
新
田
方
の

一
員
と
し
て
香
坂
氏
の
名
が
み
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
香
坂
氏
が
佐
久
郡
か
ら
更
級
郡
牧
島
城

へ
移

っ
た
時

期
は
早
く
、
そ
の

一
族
が
伊
那
郡
に
も
進
出
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

応
永
七
年

（
一
濯
○
○
）
の
反
守
護
蜂
起

で
あ
る

「
大
塔
合
戦
」

で

は
、
国
人
連
合
方
の

一
人
と
し
て
香
坂
左
馬
入
道
宗
継
の
名
が
み
え
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
嘉
吉
元
年

（
一
四
四
こ

の

「
結
城
合
戦
」

で
は
、
守
護
小
笠
原
政
康
に
従

っ
て
香
坂
氏
も
出
陣
し
て
い
る

（『結

城
御
陣
帳
し
。
さ
ら
に
文
明
九
年

（
一
圏
七
七
）
、
府
中
の
小
笠
原
長
朝

と
伊
那
郡
の
小
笠
原
政
秀
と
の
守
護
家
の
内
証
で
は
、
長
朝
が
敗
れ
て

更
級
郡
牧
の
島
城
の
香
坂
氏
を
頼

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
香
坂
氏

は
府
中
小
笠
原
氏
の
隧
心
衆
と
な
り
、
天
文
十
九
年

（
一
五
五
〇
）
以

降
、
こ
の
地
に
進
攻
し
て
き
た
武
田
氏
と
対
決
す
る
こ
と
と
な
る
。

天
文
二
十

一
年
八
月
、
信
玄
は
安
曇
郡
の
小
岩
嶽
城
に
逃
れ
て
い
た

小
笠
原
長
時
を
攻
め
る
が
、
そ
の
折
に
水
内
郡
小
川
の
大
日
方
讃
岐
入

道
を
調
略
し
て
い
る

（『遺
文
』
一一天

一
号
）。
信
玄
は
翌
二
十
二
年
四
月

に
村
上
義
清
の
本
拠
の
葛
尾
城
を
攻
略
し
て
お
り
、
義
溝
は
八
月
に
は

越
後
勢
の
援
軍
と
共
に
旧
地
の
巻
き
返
し
を
区
る
が
、
九
月
二
十
日
に

は
再
度
敗
れ
て
越
後

へ
逃
亡
し
て
い
る
。
こ
の
経
過
の
中
で
村
上
氏
配

下
に
あ

っ
た
小
県

・
更
級

・
埴
科
郡
の
領
主

。
地
侍
の
多
く
が
信
玄
に

帰
属
し
て
お
り
、
香
坂
氏
も
こ
の
時
に
信
玄
に
帰
属
し
て
い
る
。
そ
の

状
況
を
直
接
示
す
文
書
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
周
辺
の
屋
代

。
室

賀

・
石
川

・
麻
績

・
青
柳

・
清
野

・
大
岡
氏
ら
の
動
向
を
み
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

『高
白
斎
記
』
で
は
、
そ
れ
を
同
年
四

月
の
こ
と
と
し
て
お
り
、
八
月
、
十
月
条
に
も
番
坂
氏
関
連
の
記
事
が

み
ら
れ
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
春
日
虎
綱
が
そ
の
香
坂
家
を
継
承
し
た
時

期
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
弘
治
二
年

１
水

禄
二
年

。
同
四
年
説
と
が
あ
る
。
ま
ず
弘
治
二
年
説
は
、
同
年
五
月
十

二
日
付
け
で
香
坂
越
前
守
宛
の
竜
朱
印
状
で
、
埴
科
都
八
郎
丸
郷
内
の

定
所
務
六
十
五
貫
文
余
を
与
え
て
い
る
か
ら

（『遺
文
』
四
九
九
号
）、
こ

の
時
点
で
の
香
坂
氏
追
放
と
虎
綱
の
香
坂
襲
名
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『信
州
新
町
史
』
上
巻
で
齢
）
こ
の
時
に
香
坂
氏
は
牧
之
島
か
ら
こ
の

埴
科
郡
の
地
に
移
さ
れ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
そ
の
宛
行
内
容
や
知
行

規
模
か
ら
み
て
も
加
恩
の
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
替
地
の
宛
行
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
同
年
十
二
月
二
十
四
日
付
け
の
西
条
氏
宛
の
竜
朱
印

状
に
よ
れ
ば
、
晴
信
は
犀
川
沿
い
の
今
里

・
原

（千
曲
市
）
の
宛
行
を

望
む
西
条
氏
に
対
し
て
、
番
坂
入
道
を
通
じ
て
そ
の
地
を
領
す
小
田
切

氏
の
調
略
中
な
の
で
待

つ
よ
う
に
と
伝
え
て
い
る

（『遺
き

五
二
〇
二↓
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
時
点
で
は
香
坂
氏
が
武
田
方
と
し
て
こ
の
地
域
の

反
武
田
地
侍
の
調
略
に

一
役
か

っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
春
日

虎
綱
の
名
は
み
ら
れ
な
い
。
小
田
切
氏
は
調
略
に
応
ぜ
ず
落
合
氏
の
拠

る
葛
山
城

へ
入

っ
た
の
で
、
翌
弘
治
三
年
二
月
、
晴
信

（以
下
、
信
玄

と
表
記
）
は
同
城
を
攻
略
し
、
そ
れ
が
四
月
の
上
杉
謙
信
の
川
中
島
出

陣
の
一
つ
の
要
因
と
な

っ
て
い
た
と
い
う
点
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

Ｚり
。永
禄
二
年
説
は
、
前
述
し
た
同
年
十

一
月
二
十
日
付
け
で
屋
代
政
国

に
宛
て
た
知
行
安
堵
の
信
玄
判
物
に
、
「猶
香
坂
弾
正
左
衛
門
尉
、
可

申
上
候
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る

合
遺
文
』
六
七
六
号
）。
他
に
も
年
末
詳

で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
と
推
定
さ
れ
る
二
月
二
十
二
日
付
け
で
寺
尾

刑
部
助
に
宛
て
た
晴
信
感
状
に

「香
坂
弾
正
左
衛
門
尉
、
有
談
合
」
と

み
え
て
お
り

（同
工全
三
号
）、
こ
れ
ら
は
そ
の
官
途
名
と
使
者
口
上
者

か
ら
明
ら
か
に
虎
綱
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
契
機
が
何
で
あ
っ
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
す
で
に
春
日
虎
綱
が
こ
の
時
点
で
香
坂
姓
を
称
じ

て
い
る
。
し
か
し
前
出
し
た
香
坂
筑
前
守
が
そ
の
直
後
の
永
禄
三
年
六

月
十
五
日
付
け
の
竜
朱
印
状
で
、
海
津
在
城
の
重
恩
と
し
て
三
百
貫
文

を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

（同
六
九
八
号
）、
『軍
鑑
』
の
い
う
よ
う
に
、

香
坂
氏
の
謀
反
が
あ
っ
て
虎
綱
が
香
坂
家
を
継
承
し
た
の
で
は
な
い
ら

し
い
。
お
そ
ら
く
海
野

・
望
月
氏
の
場
合
と
同
じ
く
、
香
坂
氏

一
族
と

の
婚
姻
機
係
に
よ
っ
て
信
濃
旧
族
の
名
跡
を
虎
綱
に
継
承
さ
せ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
虎
綱
の
海
津
城
入
城
と
運
動
し
た
措
置
か
と
推

定
さ
れ
る
。
従
っ
て
永
禄
二
年
説
を
支
持
し
た
い
。

合
わ
せ
て
検
討
し
て
お
く
と
、
虎
綱
の
香
坂
弾
正
左
衛
門
尉
の
称
は

先
の
二
点
の
み
で
あ
り
、
永
禄
六
年
六
月
十
二
日
に
は
香
坂
弾
正

（同

八
二
五
号
）、
同
七
年
二
月
七
日
に
は
香
坂
弾
正
忠
と
あ
り

（同
八
六
二

号
）、
年
末
詳
で
も
こ
の
称
が
二
通
確
認
さ
れ
る

（同
二
七
四
八
・
二
九

七
二
号
）。
そ
れ
に
対
し
て
春
晨
弾
正
忠
の
初
見
は
、
永
禄
九
年
九
月

二
日
か
ら
で
あ
る
か
ら

（同
一
〇
二
一
号
）、
こ
の
陽
に
春
日
姓

へ
復
姓

し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
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三
、
海
津
築
城
と
香
坂
虎
綱

つ
い
で
問
題
と
な
る
の
が
、
川
中
島
で
の
海
津
城
の
築
城
時
期
で
あ

る
。
こ
れ
に
も
天
文
二
十
二
年
、
弘
治
二
年
、
永
禄
二
年
、
同
三
年
な

ど
の
説
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
天
文
二
十
二
年
説
は
、
第

一
次
と
さ
れ
る

川
中
島
の
対
戦
に
か
ら
め
た
説
で
あ
る
が
、
同
年
で
の
村
上
氏
と
の
対

抗
経
過
か
ら
見
て
も
こ
の
説
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
。
弘
治
二
年
説

も

『輩
鑑
』
で
の
香
坂
虎
綱
の
海
津
城
代
説
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
『
信
州
新
町
史
』
上
巻
で
は
、
翌
三
年
四
月
か
ら
の
謙
信
の
川
中

島
出
陣
の
際
に
謙
信
が

「香
坂
」
を
攻
め
た
と
あ
る
点
を
、
こ
の
地
に

番
坂
氏
が
信
玄
の
命
に
よ
っ
て
築
城
中
で
あ

っ
た
海
津
城
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
当
時
、
海
津
城
は
新
城
に
つ
き
城
名
が
な
く
、
城
主
の
名
を

も

っ
て

「
香
坂
城
」
と
称
し
て
い
た
と
す
る
。
し
か
も
こ
の
城
は
現
在

地
で
の
海
津
城
で
は
な
く
、
松
代
町
大
英
寺
と
大
林
寺
の
間
の
地
に
あ
っ

た
も
の
と
も
い
う
。
こ
の
事
実
を
確
か
め
る
根
拠
は
乏
し
く
、
か
り
に

こ
の
時
点
で
香
坂
城
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
後
の
海
津
城
と
は
別

に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
弘
治
二
年
の
こ
の
地
域
の
状
況
を
み
て
い
く
と
、
同
年
八
月

二
十
五
日
付
け
で
晴
信
が
西
条
氏
に
与
え
た
書
状
に
よ
る
と

（『適
文
』

五
〇
八
号
）、
「東
条
普
請
之
儀
憑
入
候
」
と
し
て
、
西
条
氏
に
東
条
城

へ
の
着
城
を
促
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
と
至
近
距
離
の
地
に
海
津
城
の

構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
西
条
氏
は
上
杉
方
の
尼

飾
城
主
の
東
条
氏
に
追
わ
れ
た
清
野
勝
照
弟
の
信
清
が
武
田
氏
に
従
い
、

西
条
治
部
と
改
め
た
も
の
と
い
輪
）
海
津
城
は
そ
の
清
野
氏
屋
敷
地
に

構
築
さ
れ
た
と
い
う
の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
政
治
情
勢
と
し
て
も

善
光
寺
周
辺
が
上
杉
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
、
こ
の
地
に

新
城
の
構
築
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
武
闘
方
が
善
光
寺
平

に
進
出
す
る
の
は
第
二
次
と
い
わ
れ
る
、
弘
治
三
年
四
月
以
降
の
川
中

島
対
決
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

翌
永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
四
月
に
、
水
内
郡
小
川
の
大
日
方
氏
に

与
え
た
こ
の
地
域
の
主
要
城
郭
の
籠
城
在
番
衆
を
定
め
た
篭
朱
印
状
に

よ
れ
ば

（『遺
文
』
五
九
二
号
）、
柏
鉢
城

（小
川
村
Ｙ
東
条
城

（松
代
町
Ｙ

大
岡
城

（大
岡
村
）
に
つ
い
て
、
援
軍
と
し
て
新
た
な
在
城
衆
を
派
遣

し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
当
然
入
る
べ
き
海
津
城
の
名
は
ま
だ
見
ら
れ

な
い
。
永
禄
二
年
説
は
、
『埴
科
郡
士
と

に
よ
る
と
、
こ
の
年
十
月
に
海
津

城
が
完
成
し
て
、
春
日
虎
綱
を
城
将
と
し
百
五
十
騎
を
附
属
さ
せ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

『軍
鑑
』
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
出
し
た

『信
州
新
町
史
』
も
、
明
確
な
史
料
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、

当
時
の
こ
の
地
域
の
状
況
か
ら
見
て
、
永
禄
三
年
築
城
が
妥
当
と
し
て

い
る
。
し
か
し
前
述
し
た
春
日
虎
綱
の
香
坂
改
姓
時
期
と
も
関
連
し
て
、

こ
こ
で
は
永
禄
二
年
説
を
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。

従
来
の
説
明
で
は
、
前
年
に
信
玄
が
信
濃
守
護
職
を
得
て
、
積
極
的

に
信
濃
併
合
を
志
し
た
も
の
と
し
て
、
永
禄
元
年
八
月
の
戸
隠
神
社
宛

て
の
願
文

（同
六
〇
一
一号
）
や
、
翌
二
年
五
月
の
松
原
神
社
宛

て
願
文

（同
工（
六
四
号
）、
九
月
の
下
郷
諏
訪
神
社

へ
の
願
文

（同
六
七
〇
号
）
の

奉
納
な
ど
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
信
濃
攻
略
の
決
意
を
新

た
に
し
、
そ
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
海
津
城
が
築
か
れ
た
の
で
は
と

推
定
さ
れ
て
い
稀
畔
直
接
的
な
史
料
で
は
な
い
が
、
当
時
の
こ
の
地
域

の
政
治
情
勢
か
ら
み
て
も
無
理
の
な
い
推
定
と
思
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
前

述
し
た
よ
う
に
、
初
め
て
改
姓
し
た
香
坂
虎
綱
が
十

一
月
二
十
日
に
現

地
の
屋
代
政
国

へ
信
玄
の
判
物
を
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、

こ
の
時
点
で
の
海
津
城
の
完
成
と
虎
綱
の
入
城
が
実
現
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
は
、
虎
綱
が
城
代
で
あ

っ
た
か
、

単
な
る
在
番
衆
の

一
人
で
あ

っ
た
の
か
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残

っ
て

い
る
。

こ
れ
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
水ヽ
禄
三
年
六
月
十
五
日
付
け
の
竜

朱
印
状
で
、
香
坂
越
前
守
に

「
在
城
奉
公
」
の
重
恩
と
し
て
横
田

（長

野
市
南
部
）
で
三
百
貫
文
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
の
は

（同
六
九
八
号
）
、

虎
綱

へ
の
与
力
衆
と
し
て
海
津
城

へ
入

っ
た
こ
と
に
対
す
る
手
当
と
思

わ
れ
る
。
因
み
に
次
に
海
津
城
の
名
が
み
ら
れ
る
の
は
、
川
中
島
決
戦

関
係
の
も
の
は
別
と
し
て
、
確
実
な
と
こ
ろ
で
は
、
永
禄
九
年

（
一
五

六
ユ０

問
八
月
四
日
付
け
の
小
山
田
信
茂
の
小
佐
野
能
秀
宛
の
書
状
で

あ
り
、
海
津

へ
の
出
陣
か
ら
岡
村

（上
田
市
）

へ
移
動
し
た
こ
と
を
知

ら
せ
た
も
の
で
あ
る

（同
一
〇
〇
三
号
〉。

次
に
問
題
な
の
は
、
『軍
鑑
』
の
い
う
永
禄
四
年
九
月
十
日
の
上
杉

勢
と
の
大
決
戦
前
に
、
香
坂
氏
が
上
杉
方
に
組
し
た
た
め
に
本
宗
家
が

処
断
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
そ
の
跡
を
虎
綱
が
継
い
だ
と
い
う

説
は
前
述
し
た
よ
う
に
成
立
し
な
い
が
、
こ
の
時
に
一
族
間
で
分
裂
の

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
そ
の
後
に
本
拠
で
あ
る
牧
之
島
城
に
馬
場
信

春
が
城
代
と
し
て
入
っ
て
い
る
こ
と
や
、
上
杉
氏
に
従
っ
て
越
後
へ
移
っ

た
香
坂
氏
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
年
末
詳
で
あ
る
が
、
二

月
六
日
付
け
で
香
坂
虎
綱
宛
に

「香
坂
図
書
勁
人
質
就
預
」
、
深
志
城

よ
り
受
け
取
る
よ
う
に
指
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

（同
二
七
四
八

号
）、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
や
、
武
田

氏
に
よ
る
川
中
島
地
域
の
支
配
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
く
状
況
な
ど
か

ら
、
虎
綱
が
実
質
的
な
海
津
城
代
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
関
係
文
書
な

ど
か
ら
み
て
、
第
四
次
と
さ
れ
る
永
禄
四
年
九
月
の
川
中
島
決
戦
後
と

思
わ
れ
る
。

四
、
春
日
虎
綱
の

「海
津
領
」
支
配

平
山
優
氏
は

「海
津
領
」
の
実
態
や
そ
の
範
囲
も
明
瞭
で
は
な
い
が

と
し
つ
つ
、
海
津
城
代
が
管
轄
し
た
領
域
と
の
意
味
で
あ
え
て

「海
津

領
」
と
い
い
、
そ
の
画
期
を
永
禄
三
年
の
海
津
築
城
か
ら
天
正
六
年
の

虎
綱
の
死
去
ま
で
と
、
そ
れ
以
降
か
ら
武
田
氏
滅
亡
ま
で
の
二
期
に
わ

け
て
、
そ
の
領
域
支
配
の
状
況
を
検
討
し
て
い
範
”
し
か
し
ほ
ぼ
同
時

期
に
発
表
し
た
別
の
論
考
で
は
、
川
中
鳥
四
郡
支
配
の
う
ち
の
更
級
郡

を
除
い
た
三
郡
を
海
津
領
と
み
て
お
り
、
そ
の
支
配
は
虎
綱
が
海
津
城

螺
苓
藤
癖
ａ
牌
じ
叶
諮
蒲
研
ざ
お
耐
輌
ゞ
（
■
。
Ｎ
書
誌
無
＝
○
謝
辞
サ
労
■
ざ
乳
ン
肺
難

．
目
繭
＝
サ
（
叶
針
τ
隕
０
シ
計
０
叫
■
。
画
け
匝
０
図
畔
論

゛
〇
い
一
・ド
い
・〇
い



代
と
な

っ
た
時
期
よ
り
始
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
城

代
と
し
て
の
虎
綱
に
、
在
城
衆
と
し
て
寺
尾

・
雨
宮

・
須
田

。
綿
内

（井
上
）
・
屋
代

・
小
圏
切

。
西
条

・
栗
田
・
山
田
氏
ら
の
水
内

。
埴
科
・

高
井
嵐
郡
内
の
圏
衆
が
附
属
さ
せ
ら
れ
て
実
現
し
て
い
た
と
い
う
。
両

論
文
は
同

一
の
、
①
虎
綱
関
係
文
書
表
、
②
武
田
氏
関
連
文
書
表
に
よ
っ

て
所
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
結
論
は
同
じ
も

の
と
思
わ
れ
る
。
「
四
郡
支
配
」
の
方
の
論
考
で
は
、
更
級
郡
域
の
複

雑
性
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
を
海
津
領
支
配
か
ら
は
除
外
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

平
山
氏
の
結
論
は
、
武
田
氏
の
三
郡
支
配
は
、
城
代

（軍
事
指
揮
権
）

と
郡
代

（現
地
支
配
執
行
担
当
）
と
し
て
の
春
目
虎
綱
に

一
本
化
さ
れ
て

実
現
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
各
郡
に
は
春
日
氏
と
は
別
の
郡
担

当
の
奉
者
も
あ
り
、
個
別
に
春
日
氏
の
指
揮
権
下
に
属
さ
な
い
国
衆

ヘ

伝
達
し
て
い
た
と
し
、
さ
ら
に
勘
定
奉
行
な
ど
の
武
田
家
職
掌
に
よ
る

奉
者
も
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
海
津
領
と
さ
れ
る
三
郡
域
内
に
は
武
田

氏
よ
り
の
命
令
系
統
が
三
と
お
り
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
虎
綱
期
に
限
定
し
て
そ
の
支
配
の
状
況
を
検
討
し
、
武

田
氏
の
領
国
支
配
上
で
の
城
代
の
権
限
と
位
置
づ
け
を
問
題
に
し
た
い

と
思
う
。
ま
ず
平
山
氏
が
主
張
す
る
こ
の
地
域

へ
の
武
田
氏
の
意
志
伝

達
命
令
は
、
主
に
虎
綱
を
通
じ
て
か
、
彼
を
奉
者
と
す
る
奉
書
式
竜
朱

印
状
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
永
禄
四
年
以
降

か
ら
の
虎
綱
期
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
氏
の
作
表
し
た
②
の
武
田
氏
関

係
文
書
表
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
①
の
春
日
氏
関
係
文
書
の
宛
名
と
同
じ
宛

名
の
も
の
に
対
し
て
、
①
表
以
上
の
数
量
の
も
の
が
②
表
の
者
に
も
出

さ
れ
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
奉
書
式
篭
朱
印
状
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
永
禄
九
年
以
降
の
奉
者
と
し
て
も
、
①
の
虎
綱
奉
の
も

の
よ
り
も
②
で
の
他
氏
奉
者
扱
い
の
も
の
の
方
が
多
い
点
が
問
題
で
あ

る
。
饗
は
そ
の
内
容
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
①
で
の
永
禄

九
年
九
月
二
日
に
虎
綱
が
奉
じ
て
高
井
郡
の
山
田
氏
に
与
え
た
竜
朱
印

状
で
は

（『遺
文
』
一
〇
二
一
号
）、
大
熊
郷

（中
野
市
）
の
替
地
を
別
の

三
箇
所

（中
野
市
）
で
宛
行

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
人
領
に
対
し
て

は
、
永
禄
十

一
年
九
月
十
六
日
付
け
で
土
屋
昌
続
を
奉
者
と
し
た
高
札

が
与
え
ら
れ
て
い
る

（同
〓
二
Ｉ
一号
）。

つ
ま
り
①
表
に
見
え
る
も
の

も
虎
綱
独
自
の
判
断
に
よ
る
宛
行
で
は
な
く
、
単
に
武
田
氏
よ
り
の
取

次
を
行

っ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
虎
綱
の
独
自
支
配
を
示
す
に
は
、
奉
者

と
か
文
末
に

「
口
上
」
と
か
あ
る
も
の
は
除
い
て
、
虎
綱
独
自
署
名
の

も
の
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
た
虎
綱
独
自
署
名
の
も
の
は
、
虎
綱
か
ら
の
他
国

へ
の
外
交

書
状
を
除
け
ば
、
以
下
の
二
点
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。　
一
つ
は
年

末
詳
の
四
月
二
十
二
日
付
け
の
原
昌
胤
宛
の
書
状
で
あ
り

（同
二
九
八

八
号
）、
こ
れ
は
前
述
し
た
山
田
氏
と
須
田
氏
と
の
知
行
争
論
に
つ
い

て
の
甲
府

へ
の
披
露
依
頼
状
で
あ

っ
て
、
虎
綱
に
裁
許
権
の
な
い
こ
と

を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
独
自
の
領
域
支
配
権
を
示
し
た
も
の
で

は
な
い
。
も
う

一
点
は
、
永
禄
九
年
の
も
の
で
あ
り
、
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於
其
方
御
知
行
之
山
林
木
尺
木
等
剪
執
候
者
、
何
時
も
以
後
可
申

届
候
、
無
其
儀
者
、
誰
人
参
候
共
不
可
被
剪
候
、
恐
々
謹
言
、

丙
寅
　
　
　
　
　
　
　
　
春
弾

十
月
二
十
八
日
　
　
　
　
虎
綱
　
マ
マ

山
田
殿
　
参

こ
れ
は
虎
綱
の
判
物
で
あ
り
、
虎
綱
の
独
自
の
領
主
権
の
発
動
と
も

思
え
る
が
、
こ
の

一
点
の
み
で
は
根
拠
が
弱
い
と
判
断
す
る
ほ
か
は
な

い
。
こ
れ
は
信
玄
か
ら
の
結
論
を
改
め
て
伝
達
し
た
に
す
ぎ
な
い
可
能

性
も
残

っ
て
い
る
。
仮
に
こ
れ
を
山
田
氏

へ
の
虎
綱
の
独
自
支
配
権
を

認
め
た
と
し
て
も
、
同
人
宛
に
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
他
の
案
件
に
関

し
て
は
別
の
奉
者
名
で
伝
達
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
れ
ら

は
す
べ
て
虎
綱
が
城
代
と
し
て
そ
の
取
次
伝
達
に
関
与
し
た
も
の
で
あ

り
、
山
田
氏
は
武
田
氏
の
直
接
支
配
を
受
け
て
お
り
、
海
津
城
代

へ
の

与
力
同
心
衆
と
し
て
の
扱
い
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
も

っ

て
虎
綱
の
郡
代
と
し
て
の
領
域
支
配
権
ま
で
を
想
定
す
る
の
は
困
難
と

思
わ
れ
る
。

永
禄
六
年
六
月
十
二
日
付
け
で
井
上
氏
に
宛
て
ら
れ
た
信
玄
判
物
に

よ
る
知
行
宛
行
状
が
こ
の
点
を
明
確
に
物
語

っ
て
お
り

〈同
心

五
号
）、

高
井
郡
の
井
上
氏
に
対
し
て
虎
綱
の
領
域
支
配
権
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
知
行
宛
行
内
容
の
も
の
が
、
信
玄
か
ら
直
接
井
上
氏
に
出
さ

れ
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
り
、
虎
綱
は
単
に
取
次
に
す
ぎ
ず
、
井
上
氏

は
甲
府
の
直
接
支
配
を
受
け
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

城
代
は
同
心
衆
へ
の
取
次
権
ま
で
で
あ
り
、
同
様
に
領
域
支
配
に
関
し

て
も
、
年
末
詳
で
あ
る
が
、
永
禄
九
年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
五
月
二
十

七
日
付
け
の
竜
朱
印
状
に
よ
っ
て
、
井
上
氏
の
在
所
で
あ
る
井
上
庄
宛

に
、
諏
訪
社
造
営
に
関
し
て
尋
間
の
た
め
甲
府
へ
の
参
着
を
促
し
た
も

の
で
も
、
虎
綱
は
単
に
取
次
の
奉
者
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
以
上

の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
虎
綱
に
領
域
支
配
権
が
あ
っ
た
と
は

思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
平
山
氏
は
、
虎
綱
の
管
轄
下
に
属
し
て
い
る
対
象
者
へ
の
奉
書

式
印
判
状
の
発
給
は
、
虎
綱
の
奉
書
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
保

証
す
る
形
で

（武
田
氏
が
）
発
給
す
る
と
い
う
形
式
を
踏
ん
で
い
た
と

か
、
ま
た
虎
綱
以
外
の
も
の
が
奉
者
に
な
っ
て
高
井
郡
内
の
島
津

。
大

滝

・
原

。
夜
交
氏
ら
に
宛
て
た
も
の
は
、
海
津
領
域
外
の
者
で
、
武
田

家
直
属
の
被
官
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
虎
綱
奉
書
の
存
在
例
は
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
高
井
部
内
の
山
田
氏
と
そ
の
他
の
氏
族
と
を
、
奉

者
の
違
い
の
み
で
区
別
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
は
虎

綱
に

「海
津
領
」
と
い
う
領
域
支
配
権
を
認
め
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

く
る
根
拠
の
薄
い
説
と
い
え
る
。

つ
い
で
虎
綱
が

「海
津
領
」
以
外
の
地
域
に
も
関
与
し
て
い
た
状
況

を
見
て
お
く
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
永
禄
十
年
か
ら
同
十
二
年
に
わ

た
っ
て
の
西
上
野
へ
の
武
組
氏
の
進
政
に
関
し
て
、
真
田

・
禰
津

・
和

田
氏
ら
と
連
繋
し
て
出
障
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ

（同
一
〇
五

四
。
一
五
一Ｉ
号
ほ
か
）、
こ
れ
ら
は
海
津
城
代
と
し
て
の
軍
事
指
揮
権

雌
苓
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辮
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叶
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に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
ひ
と

つ
特
異
な
も
の
は
、

平
山
氏
も
問
題
に
し
て
い
る
、
元
亀
三
年

（
一
五
七

一
）
七
月
晦
日
付

け
の
禰
津
松
鶴
軒
ほ
か
宛
の
竜
朱
印
状
に
よ
る
欠
落
者
の
分
国
追
放
令

で
あ
る

（同

一
九
二
〇
号
）。
そ
の
内
容
は
、

定

福
島
之
祖

母

　

　

　

　

　

　

　

　

福
島
之
甚

六

古
野
之
市
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
小
高
梨
之
新
右
衛
門

村
山
之
弥
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
村
山
ヱ
ニ
之
助

大
室
之
文
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
知
勢
ｚ
源
三
郎

矩
れ
は
ミヽ
之
市
右
衛
門
　
　
　
　
　
懸
離
之
七
右
衛
門

欠
落
　
小
尾
三
右
衛
門
尉
　
　
　
斯
が
，
く
ろ
９
」
の
小
右
衛
門

建
献
山
田
之
清

次

郎

　

　

　

　

　

　

煉
怒
之
主

計

己
上

件
之
輩
、
御
分
国
を
追
放
な
さ
れ
候
、
其
近
辺
徘
徊
候
者
、
召
捕

御
注
進
尤
候
、
努
々
疎
略
有
る
へ
か
ら
き
る
者
也
、
働
如
件
、

元
亀
二
年
壬
申
　
　
　
　
　
　
春
日
弾
正
忠

七
月
獅
師
％

　
　
内
藤
修
理
亮
奉
之

真
田
源
太
左
衛
門
尉

海
野
衆

室
賀
大
和
入
道
殿

海
野
源

一
郎
殿

小
泉
宗
二
郎
殿

こ
れ
を
平
山
氏
は
、
分
国
追
放
該
当
者
が
海
津
領
内
の
者
た
ち
で
あ
っ

た
か
ら
、
虎
綱
が
奉
者
と
な

っ
て
逃
亡
先
の
領
主
に
進
捕
を
命
じ
た
も

の
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
中
に
海
津
領
外
の
更
級
郡
の
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
奉
者
の
相
方
と
し
て
内
藤
昌
秀
が
み
え
て

い
る
こ
と
の
説
明
が
で
き
な
い
。
因
み
に
こ
の
前
後
に
は
単
独
で
も
虎

綱
奉
の
竜
朱
印
状
は
み
ら
れ
ず
、
内
藤
と
の
連
名
の
も
の
も
こ
れ
が
唯

一
の
例
で
あ
る
。
竜
朱
印
状
が
当
主
の
も
と
で
作
成
さ
れ
て
い
た
と
の

前
提
に
立
て
ば
、
こ
の
時
点
で
こ
の
両
名
は
在
府
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
は
西
上
作
戦
の
展
開
を
目
前
に
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
か

ら
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
そ
う
し
た
中
で
例
外
的
に
両
名
奉
で
出
さ
れ

た
理
由
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
宛
名
の
領
主
層
は
主
に
小
県
郡
内
の

者
た
ち
で
あ
り
、
虎
綱

・
昌
秀
と
の
こ
の
時
期
で
の
固
有
な
関
係
は
認

め
に
く
い
。
し
か
し
共
に
隣
接
す
る
地
域
の
城
代
と
い
っ
た
点
で
は

一

定
の
影
響
力
は
持

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
た
ま
た
ま
在

府
し
て
い
た
こ
と
を
機
と
し
て
、
有
資
格
者
で
あ
る
両
名
が
起
用
さ
れ

た
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
も
軍
事
指
揮
権
と
か
領
域
支
配
権
と
か
に
か
か

わ
る
問
題
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
し
た
権
限
の
も
と
で
の

奉
者
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
前
後
に
同
類
の
も
の
が
い
く
つ
か
確
認
さ

れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
虎
綱
が
海
津
城
代
と
し
て
、
城
領
内
の
領
主

。
地
侍

・
寺
社

11

な
ど
に
対
し
て
軍
事
指
揮
権
や
治
安
維
持
権
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
や
、

ま
た
当
然
の
こ
と
と
し
て
北
信
地
域
で
の
上
杉
氏
防
衛
責
務
を
負
っ
て

い
た
こ
と
や
、
西
上
野
の
領
主
層
と
軍
事
的
な
協
調
関
係
を
示
す
史
料

は
多
数
あ
り
、
①
表
の
大
部
分
の
も
の
が
そ
れ
に
該
当
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
が
竜
朱
印
状
で
虎
綱
を
奉
者
と
し
て
い
る
も
の
が

一
番
多
い
点
は

確
か
で
あ
る
が
、
②
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
氏
が
奉
者
と
な
っ
て

い
る
も
の
を
合
算
す
る
と
、
そ
れ
以
上
の
も
の
が
こ
の
地
域
に
発
給
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
説
明
し
な
い
こ
と
に
は
、
城
代
の
領
域

支
配
論
は
成
立
し
え
な
い
。

五
、
城
代
と
郡
代
に
つ
い
て

前
述
し
た
よ
う
に
、
最
近
、
丸
島
和
洋
氏
が
武
田
氏
領
内
の
城
代
に

関
し
て
、
「城
代
＝
郡
代
」
と
の
平
山
氏
の
説
を
継
承
し
て
、
郡
黙
県

相
当
す
る
職
制
と
し
て
「郡
司
」
の
存
在
と
実
態
を
問
題
に
し
て
い
る
。

「
城
代
＝
郡
代
」
説
と
は
、
管
轄
地
域
内
の
軍
事
指
揮
権
を
有
す
る

「城
代
」
と
、
諸
役

・
公
事
賦
課

・
収
取
権
を
有
し
て
直
轄
領
を
管
理

し
た

「郡
代
」
を
兼
ね
た
存
在
で
あ
る
と
理
解
し
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
諏
訪
郡
司
と
し
て
の
板
垣
信
方
ほ
か
を
取
り
上
げ
、
判

物
に
よ
る
宛
行
や
安
堵
の
ほ
か
、
在
番
衆
へ
の
軍
事
指
揮
権
を
有
し
て

お
り
、
呼
称
と
し
て

「郡
司
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
史
料
も
い
く
つ
か

あ
げ
て
い
る
。
実
際
に
は
上
原
城
か
ら
高
島
城
へ
移
っ
た
天
文
十
八
年

全
五
四
九
）
以
降
の
長
坂
虎
一房
以
下
を
問
題
に
し
て
お
り
、
直
轄
領
の

管
理

・
知
行
配
分
権

・
訴
訟
の
取
次
な
ど
を
そ
の
権
限
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
永
禄
九
年
以
降
の
竜
朱
印
状
に
奉
者
式
の
も
の
が
現
れ
て
く

る
こ
と
と
、
諏
訪
郡
司
と
の
関
連
に
も
ふ
れ
、
原
則
的
に
は
城
領
内
に

は
郡
司
が
奉
じ
た
も
の
が
多
く
、
内
容
的
に
は
諏
訪
神
役
の
催
促
、
郡

内
所
領
の
安
堵
、
公
事
収
取
、
訴
訟
の
取
次
な
ど
の
権
限
を
指
摘
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
郡
司
が
他
地
域
へ
の
竜
朱
印
状
の
奉
者
を
務

め
て
い
る
点
と
、
事
例
が
諏
訪
社
関
係
に
集
中
し
て
い
る
点
と
、
そ
の

大
部
分
が
竜
朱
印
状
の
形
式
で
執
行
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
明

確
な
違
い
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
こ
の
諏
訪
郡
の
あ
り
方
を
他
地
域
に
も
適
用
さ
せ
て
、
伊
那
郡

司

。
川
中
島
郡
司

・
西
上
野
郡
司

・
美
濃
遠
山
郡
司
な
ど
の
存
在
を
検

証
し
て
い
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
春
日
虎
綱
を
管
轄
し
た
川
中
島

四
郡
の
郡
司
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
平
山
氏

の
論
考
と
、
『甲
陽
軍
鑑
』
で
あ
る
。

「郡
司
」
表
記
の
も
の
は
確
か
に
い
く
つ
か
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
古

代
国
郡
制
の
遺
称
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
点
で
は
す
で
に
郡
代
と
同
義
に

使
わ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
そ
の
権
限
の
中
身
で

あ
っ
て
、
諏
訪
郡
に
お
け
る
板
垣
信
方
に
は
、
丸
島
氏
が
指
摘
し
た
よ

う
に
郡
代
的
な
性
格
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
後
の
長
坂
氏
以

下
の
城
代
が
そ
れ
を
継
承
し
て
い
た
の
か
、
直
轄
領
的
色
彩
が
強
め
ら

れ
て
権
限
が
制
限
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
、
ま
し
て
や
他
地
域
の
城
代

を

一
律
に
郡
代
も
兼
ね
て
い
た
と
す
る
に
は
問
題
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
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蒸
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と
く
に
本
稿
で
問
題
と
し
た
虎
綱
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
川

中
島
三
郡
支
配
の
実
態
は
希
薄
で
あ
り
、
単
に
在
番
衆

へ
の
軍
事
指
揮

権
と
、
城
に
附
属
し
て
い
る
在
城
領
の
支
配
や
治
安
維
持
ヽ
周
辺
大
名

・

領
主
と
の
外
交
交
渉
権
が
委
任
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
基
本
的
に
は

城
代
領
は
直
轄
的
支
配
地
と
し
て
、
武
田
氏
の
領
域
支
配
権
が
機
能
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

丸
島
氏
は
さ
ら
に
最
近
、
武
田
氏
の
領
域
支
配
に
関
連
し
て
、
信
玄

近
親
者
で
あ
る
の
武
田

一
門
衆
の
検
討
を
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
表

記
で
は

「親
族
衆
」
で
あ
り
、
〓

門
衆
」
と
呼
び
替
え
る
積
極
的
な

根
拠
は
何
な
の
か
、　
一
門
衆
の
大
部
分
に
は
領
域
支
配
が
確
認
で
き
な

い
と
す
る
が
、
こ
の
点
は
従
来
も
親
族
衆
の
す
べ
て
に
独
自
の
領
域
支

配
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
っ
て
お
ら
ず
、
信
玄
の
弟
で
あ
る
信
繁

。
信

廉

・
信
是

・
信
実

・
信
友
に
、
明
確
な
支
城
領
支
配

（分
郡
領
主
）
の

実
態
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
そ
の
子

で
あ
る
勝
頼

・
盛
信

・
信
貞
ら
に
は
、
そ
れ
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
点

は
、
ひ
と
え
に
武
田
領
国
の
拡
大
発
展
過
程
に
お
け
る
段
階
差
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、　
一
門
衆
を
信
玄
の
兄
弟
以
前
の
も
の
と
限
定
す
れ
ば
、

丸
島
氏
の
指
摘
ど
お
り
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
勝
頼
ほ
か
の
子
も
同

列
と
み
て
の
立
論
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
城
代
な
ど

の
場
合
で
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
期
的
な
発
展
段
階
差
が
重
要

な
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

註
１
　
「高
坂
弾
正
考
」
「
日
本
歴
史
』
二
四
五
号
、　
一
九
六
八
年
）。

２

「近
世
初
頭
武
士
集
団
に
お
け
る
親
族
関
係

（八
）
―
海
津
城
■
の

曲
輪

（そ
の
三
と

（『山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
二
三
号
、　
一

九
七
二
年
）。

３

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
海
津
領
支
配
に
つ
い
て
―
城
代
春
日
虎
綱
の

動
向
を
中
心
に
―
」
翁
甲
斐
路
』
八
〇
号
、　
一
九
九
四
年
）。

４
　
追
加
文
書

（『戦
国
遺
文
』
武
田
氏
編
、
以
下

『
遺
文
」
と
略
称
す

る
）
１
　
（年
末
詳
）
　

２
　
２２
　
寺
尾
氏
宛
晴
信
書
状

（六
三
二
号
）

２
　
（年
末
詳
）
　

２
　
６
　
番
坂
虎
綱
宛
竜
朱
印
状

（三
七
四
八
号
）

３
．

永
禄
七
　
　
２
　
７
　
浦
野
氏
宛
信
玄
判
物
写

〈八
六
二
号
）

以
上
、
香
坂
姓
。

４
　
永
禄
十
　
　
　
８
　
７
　
屋
代
政
国
起
請
文

（四
二

一
〇
号
）

５
．
（永
禄
十

一
）

２
．
２４
　
信
竜
斎
宛
信
玄
書
状

（
一
二
四
五
号
）

６
　
（永
禄
十
三
）

４
　
３
　
和
田
氏
宛
信
玄
書
状

（
一
五
二

一
号
）

７
．
〈年
末
詳
）
　

８
　
３
　
春
日
虎
綱
宛
信
玄
書
状

（
二
〇
八
九
号
）

８
　
（年
末
詳
）
　

９
　
‐３
　
春
日
虎
綱
宛
信
玄
書
状

（
二
一
〇
三
号
）

以
上
、
春
日
姓
。

年
代
推
定
の
変
更

（平
山
氏
論
文
の
表

一
の
ｍ
）

ｌ
　
ｍ

‐７

（元
亀
三
）
３
　
６
　
は
、
永
禄
十
年

２
　
Ｍ

‐９

（天
正
四
）
１
　
６
　
は
、
天
正
三
年

３
　
ｍ

２２

（天
正
六
）
５
　
２７
　
は
ヽ
永
禄
四
～
八
年

５

「領
国
諸
城
と
領
域
支
配
」
∩
戦
国
期
武
田
氏
領
の
展
開
』
収
録
、

二
〇
〇

一
年
）
。

６

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
領
域
支
配
と
郡
司
―
信
濃
国
諏
方
郡
支
配
を

雑
誌
関
係
要
目
０

続
日
本
紀
研
究

（三
六
八
）
　
　
続
日
本
紀
研
究
会

「東
大
寺
領
越
前
国
足
羽
都
道
守
村
開
田
地
図
」

の
成
立

新
旧
丸
子
船
の
抵
抗
比
較

―
模
型

に
よ
る
航
行

朝
儀
の
経
済
構
造
―

桃
崎
有

一
郎

∧
書
評
∨

二
上
喜
孝
著

『
日
本
音
代
の
貨
幣
と
社
会
』

・…
…

…
…
…
…
…
…

‥
‥
…
…
…
三
枝
　
暁
子

歴
史
評
諭

（六
八
八
）
　
　
　
　
歴
史
科
学
協
議
会

∧
特
集

・
中
近
世
非
暴
力
運
動
の
可
能
性
∨

百
姓

一
揆
と
暴
力
…
…
…
…
…
　
…
保
坂
　
　
智

中
世
民
衆
運
動
か
ら
百
姓

一
揆
へ
…
稲
葉
　
継
陽

訴
の
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
鍬
　
友
広

中
世
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
…
…
―
細
川
　
一標
一

潜
伏
と
い
う
宗
教
運
動
…
…
…
　
…
大
橋
　
幸
泰

日
本
歴
史

（七

一
一
）　
　
　
　
　
日
本
歴
史
学
会

中
世
大
和
の
寺
院
に
お
け
る
罪
科
決
定
解
除
手

小

野

帯
ホ

の
馬
に
み
る
江
戸
幕
府
御
用
馬
購
入
策
の

変
遷
…
…
…
…
…
…
…

‥
…
…
…
…
兼
平
　
賢
治

張
紙
直
段
と
浅
草
蔵
米
機
場
…
…
…
中
小
路
　
純

∧
史
料
紹
介
∨

『僧
綱
捕
任
』
の
校
訂
の
追
加

二
善
清
行

軍
口家
秘
記
」
注
解

文
研
会
紀
要

（
一
八
）

愛
知
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
研
会

史
学

（七
六
―

一
）
　
　
　
　
　
　
　
一二
鳳
史
学
会

中
世
後
期
に
お
け
る
朝
廷

・
公
家
社
会
秩
序
維

持
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
　
―
拝
賀
機
礼
の
分
析
と

河
内
将
芳
著

『中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』

実
験
に
も
と
づ

い
て

牧
野
　
久
美

梅
田
　
直
哉

牧
　
　
敦
生

∧
資
料
報
告
∨

‥
…
湊
　
　
敏
郎
　
　
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
の
上
偶
に
つ
い
て

（そ
の
二
）
　
　
　
　
　
―
茨
城
県
内
出
土
資
料
の
紹
介
―
　
武
内
　
博
志

怪
異
史
料
研
究
会
　
史
学
雑
誌

（
一
一
六
―
六
）　
　
　
　
　
　
史
学
会

足
利
義
持
と
後
小
松

「
王
家
」
…
…
石
原
比
伊
呂

奥
野
　
中
彦

黒
田
　
洋
子

東 続
北 き

686

事
例
と
し
て
―
」
「
史
学
』
七
五
巻
二
・
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

７

「武
田
信
玄
の
自
筆
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」
禽
山
梨
県
史
研
究
』

一
二

号
、
二
〇
〇
圏
年
）。

８
　
『戦
国
人
名
辞
典
』
（平
山
優
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
天
正
六
年
に

五
二
歳
没
と
の
こ
と
で
、
大
永
七
年
生
ま
れ
と
し
て
い
る
。

９

『信
州
新
町
史
』
上
巻

（信
州
新
町
教
育
委
員
会
、　
一
九
七
九
年
）

の
ほ
か
、
『更
級
郡
誌
』
（更
級
郡
役
所
、　
一
九

一
四
年
）
で
は
、
香
坂

氏
略
系
図
を
載
せ
て
お
り
、
戦
国
期
の
当
主
と
し
て
宗
重
の
注
記
に

「弾
正
入
道
覚
法
、
永
禄
五
年
被
誅
、
天
文

・
永
禄
中
人
」
と
み
え
て

い

る
。

１０
　
『埴
科
郡
志
』
（埴
科
郡
役
所
、　
一
九

一
〇
年
）。

１１
　
『更
埴
市
史
』
第

一
巻

（
一
九
九
四
年
）。

‐２
　
平
山
註
３
論
文
。

‐３

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
領
国
支
配
機
構
の
形
成
と
展
開
―
川
中
島
四

郡
支
配
を
事
例
と
し
て
―
」
（
山
梨
県
史
研
究
』
一
一エス
　
一
九
九
四
年
）。

‐４
　
丸
島
註
６
論
文
。

‐５

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
一
門
と
領
域
支
配
」
翁
戦
国
史
研
究
』
五
三

号
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
二
〇
〇
七
年
五
月
記
）

（
し
ば

つ
じ

・
し
ゅ
ん
ろ
く
　
東
京
都
練
馬
区
閲
町
北
ニ
ー
四
七
―
■
）

端
寄
藤
辞
ａ
辮
↓
叶
市
済
併
ざ
計
嚇
朝
ゞ
（
■
。
岬
書
諮
鰍
＝
０
響
騨
サ
母
■
ド
Ｌ
′
繊
難

・
ヨ
飾
＝
沈
（
叶
労
τ
湿
口＞
サ
計
一
”
ヽ
。
匝
け
画
か
図
畔
露

Ｎ
Ｏ
い
い
・
Ｈ
い
・〇
い


